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〜
社
会
福
祉
法
人
の
制
度
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
〜

　

現
在
、
核
家
族
化
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
ひ
き
こ
も
り
や
孤
独
死
、
子

ど
も
の
貧
困
等
と
い
っ
た
複
雑
で
多
様
な
生
活
の
悩
み
を
抱
え
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
必
要
と
す
る
方
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
社
会
福
祉

法
人
は
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
い
っ
そ
う
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
改
正
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
で
は
、

「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
を
実

施
す
る
こ
と
が
社
会
福
祉
法
人
の
責
務

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
本
来
、
社
会
福
祉
法
人
で
あ
れ
ば
理

念
と
し
て
有
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、

法
人
の
種
類
や
規
模
に
関
わ
ら
ず
、
す

べ
て
の
社
会
福
祉
法
人
が
こ
れ
ま
で
以

上
に
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

県
社
協
で
は
12
月
９
日（
金
）、
上
記

の
制
度
改
正
に
対
応
す
る
た
め
、「
地
域

に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
を
実
施
す
る

責
務
を
果
た
す
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

県
外
の
社
会
福
祉
法
人
よ
り
４
名
の

実
践
者
を
お
招
き
し
、
午
前
中
は
制
度

改
正
の
基
本
的
事
項
の
確
認
と
具
体
的

な
取
組
事
例
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

午
後
は
、
実
際
に
自
分
た
ち
の
地
域
で

公
益
活
動
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
を
参
加
者
１
５
０
名

が
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
い
ま

し
た
。研
修
を
終
え
て
、参
加
者
か
ら
は
、

「
今
回
の
具
体
例
を
聞
い
て
、
出
来
る
こ

と
が
あ
り
そ
う
に
思
え
た
。」「
他
法
人
と

の
連
携
は
な
か
な
か
難
し
い
の
で
、
ぜ

ひ
社
協
で
声
掛
け
、
発
信
を
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
嬉
し
い
。」
と
い
っ
た
感
想
が

出
さ
れ
、
種
別
を
超
え
て
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
確
認
を

す
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

特 集
社
会
福
祉
法
人
の
責
務

実
践
力
強
化
研
修
会
Ⅰ
を

開
催
し
ま
し
た

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革●

社
会
福
祉
法
人
の
実
践
力

　

強
化
研
修
会
Ⅱ

テ
ー
マ　

 「
社
会
福
祉
法
人
の
財
務
規

律
を
強
化
す
る
」

日　

時　

 

平
成
29
年
１
月
13
日（
金
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分
予
定

場　

所　

群
馬
県
公
社
総
合
ビ
ル

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

●
社
会
福
祉
法
人
の
実
践
力

　

強
化
研
修
会
Ⅲ

テ
ー
マ　

 「
社
会
福
祉
法
人
の
広
報
力
、

情
報
発
信
力
を
強
化
す
る
」

日　

時　

 

平
成
29
年
２
月
１
日（
水
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分
予
定

場　

所　

群
馬
県
市
町
村
会
館

　
　
　
　

大
研
修
室

● 

社
会
福
祉
法
人
の
あ
り
方
を

考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ　

 「
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
社
会

福
祉
法
人
に
な
る
た
め
に
」

日　

時　

 

平
成
29
年
２
月
28
日（
火
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分
予
定

場　

所　

 

前
橋
市
総
合
福
祉
会
館

　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル
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今
回
の
制
度
改
革
で
は
、
県
内
の
社

会
福
祉
法
人
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

社
会
福
祉
法
人
で
構
成
さ
れ
る
経
営
者

団
体
や
高
齢
、
障
害
、
児
童
等
の
福
祉

施
設
で
構
成
さ
れ
る
県
域
の
種
別
団
体
、

社
協
が
一
堂
に
会
し
て
、
課
題
の
解
決

に
向
け
た
話
し
合
い
や
具
体
的
な
取
組

内
容
を
検
討
す
る
場
と
し
て
、「
群
馬
県

社
会
福
祉
法
人
連
絡
会
」
を
12
月
13
日

付
で
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
連
絡
会
の
中
に
組
織

さ
れ
る
「
作
業
部
会
」
に
お
い
て
、「
地

域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」
と
「
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
」
の
２
テ
ー
マ
で

話
し
合
い
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

①群馬県市町村社会福祉協議会会長会　　②群馬県社会福祉法人経営者協議会
③群馬県身体障害者施設協議会　　　　　④群馬県知的障害者福祉協会
⑤群馬県精神障害者社会復帰協議会　　　⑥群馬県社会就労センター協議会
⑦群馬県救護施設協議会　　　　　　　　⑧群馬県福祉医療施設連絡会
⑨群馬県老人福祉施設協議会　　　　　　⑩群馬県地域包括・在宅介護支援センター協議会
⑪群馬県保育協議会　　　　　　　　　　⑫群馬県児童養護施設連絡協議会
⑬群馬県乳児福祉協議会　　　　　　　　⑭群馬県母子生活支援施設協議会
⑮ぐんま子育て支援センター連絡会　　　⑯社会福祉法人群馬県社会福祉協議会（事務局）
※ 構成団体は、群馬県社協部会・分科会構成団体の中で主に社会福祉法人で構成される団体となります。

群
馬
県
社
会
福
祉
法
人

連
絡
会
が
発
足
し
ま
し
た

特 集 社会福祉法人制度改革
～社会福祉法人の制度が大きく変わります～

構成団体構成団体

（施設福祉課　TEL:027-289-3344）
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と
も
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て

　
〜
群
馬
県
社
会
福
祉
大
会
開
催
〜

　

11
月
15
日（
火
）に
伊
勢
崎
市
文

化
会
館
に
て
１
，
２
０
０
名
を
超

え
る
社
会
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に

会
し
、
本
県
に
お
け
る
福
祉
活
動

の
更
な
る
普
及
と
社
会
福
祉
の
一

層
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
群
馬
県
社
会
福
祉
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
女
優
・
タ
レ

ン
ト
の
奥
山
佳
恵
さ
ん
よ
り
自
身

の
子
育
て
の
経
験
談
か
ら
、「
障
害

と
は
特
別
な
こ
と
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
を
、
お
互

い
に
支
え
合
っ
て
い
け
る
社
会
が

理
想
で
は
」
と
参
加
者
へ
呼
び
か

け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
半
の
式
典
で
は
多
年

に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
発
展
に
功

績
の
あ
っ
た
方
々
に
感
謝
と
敬
意

を
表
し
、
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

の
表
彰
な
ら
び
に
感
謝
状
の
授
与
、

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
顕
彰
受
賞
校

の
活
動
状
況
の
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
は
、
社
会
福
祉
に
関
す

る
課
題
の
解
決
に
向
け
た
決
意
を

新
た
に
す
る
と
と
も
に
、「
県
民
だ

れ
も
が
と
も
に
支
え
あ
い
、
住
み

慣
れ
た
地
域
・
家
庭
で
、
そ
の
人

ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉

社
会
の
実
現
」
を
め
ざ
し
た
大
会

宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

「生きてるだけで100点満点！」
と題して講演する奥山佳恵さん

　

県
社
協
で
は
、
平
成
十
九
年
度
よ
り
群
馬

県
の
委
託
を
受
け
、
ま
た
、
平
成
二
十
二
年

度
よ
り
指
定
試
験
実
施
機
関
と
し
て
、
群
馬

県
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
試
験
は
、
介
護
支
援
専
門
員
の
養
成

に
あ
た
り
、
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
を

受
講
す
る
前
段
と
し
て
、
事
前
に
必
要
な
専

門
知
識
等
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る

た
め
に
行
う
も
の
で
す
。

　

介
護
支
援
専
門
員
は
、
介
護
保
険
に
規
定

さ
れ
た
専
門
職
と
し
て
、
要
介
護
者
や
家
族

か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
要
援
護
者
が
自
立
し

た
日
常
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
、
本
人
や
家

族
の
意
向
、
心
身
の
状
態
等
を
勘
案
し
、
サ
ー

ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
成
し
ま
す
。

ま
た
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
策
定
後
は
、
要
介
護

者
や
家
族
の
状
況
に
応
じ
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

変
更
・
修
正
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
試
験
を
受
験
で
き
る
方
は
、
保
健
・

医
療
・
福
祉
の
分
野
で
、
原
則
５
年
以
上
か

つ
９
０
０
日
以
上
の
対
人
援
助
業
務
に
従
事

し
た
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、10
月
２
日（
日
）に
実
施
し
、１
，

８
４
１
名
が
受
験
し
、
２
５
５
名
が
合
格
し

ま
し
た
。

　

合
格
者
に
は
、
今
後
実
務
研
修
修
了
後
、

介
護
支
援
専
門
員
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。　

介
護
現
場
で
の
良
質
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
向

け
て
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

H23 H24 H25 H26 H27
0

500

1000

1500

2000

2500

3000 受験者数
人

合格者数

受験者数 2,236
338

2,234
460

2,241
366

2,782
560

1,918
341

H28
1,841
255合格者数

年度別受験者及び合格者数

338338 460460 366366
560560

341341 255255

2,2362,236 2,2342,234 2,2412,241

2,7822,782

1,9181,918 1,8411,841

●実施日　　平成28年10月２日（日）
●会　場　　上武大学伊勢崎キャンパス　他
●受験者　　1,841名
●合格者数　255名
●合格率　　13.9％
（福祉人材課　TEL：027-280-4107）

平成28年度群馬県介護支援専門員
実務研修受講試験
－県内３会場で実施－

総
務
企
画
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
７

－

２
５
５

－

６
０
３
３
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年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

社
会
福
祉
法
人

群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長　

片
野
清
明

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
平
成
二
十
九
年
の
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
秋
に
平
成
二
十
七
年
国
勢
調
査

人
口
の
確
定
値
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
本
県
の

六
十
五
歳
以
上
人
口
は
五
十
四
万
人
、
割
合
は

二
十
七
．
六
％
（
全
国
は
二
十
六
．
六
％
）
で
初

め
て
二
十
五
％
を
超
え
、
ま
た
十
五
歳
未
満
人
口

に
倍
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
超
高
齢
社
会
や
人
口
減
少
社
会
が

進
む
中
で
、
本
年
は
い
よ
い
よ
介
護
保
険
制
度
の

総
合
事
業
や
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
が
本
格
的

に
施
行
と
な
り
ま
す
。
地
域
の
生
活
課
題
や
福
祉

課
題
に
対
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
連
携
し
て

包
括
的
に
支
え
あ
う
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
ま
も
な
く
六
年

に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
も
ま
た
、
熊
本
地
震
や
台

風
十
号
に
伴
う
豪
雨
被
害
、
鳥
取
地
震
な
ど
の
災

害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
災
害
に
備
え
る
福
祉
分

野
の
広
域
的
な
相
互
支
援
体
制
の
充
実
の
必
要
性

を
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

県
社
協
で
は
、
本
年
で
制
度
創
設
百
周
年
を
迎
え

る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
市
町

村
社
会
福
祉
協
議
会
、
社
会
福
祉
施
設
、
社
会
福
祉

関
係
機
関
団
体
や
行
政
な
ど
多
く
の
方
々
と
と
も
に
、

こ
う
し
た
課
題
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
こ
の
一
年

を
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

里親制度をご存じですか
里親制度は、家庭での養育が困難又は受けられなくなった子ども等に、温かい愛情と正しい理解を持った家
庭環境の下での養育を提供する制度です。
Ｑ１里親にはどんな種類がありますか？ 
Ａ１法律上は養育里親と養子縁組を前提の里親と親族による親族里親があります。

養育里親 養子縁組里親

　家庭で生活できない子どもを、家庭に戻れるまで、
又は自立できるか18歳（場合によっては20歳）に
なるまで、養育します。養育里親の中で条件を満た
した方は心に傷を受けた子どもや、障害児を育てる
専門里親になることができます。

　子どもとの養子縁組を希望される方は養子縁組里
親として登録できます。養子縁組を必要としている
子どもを養育し、家庭裁判所の審判・許可を得て養
子縁組します。

Ｑ２里親になるにはどうすればいいですか？里親になるための要件はありますか？
Ａ２ 児童相談所が登録申請の窓口です。愛情を持って子どもを養育できることが第１
です。健康状態や経済状態などに、ある程度の条件がありますが、特別な資格は
必要ありません。詳しいことは各児童相談所にご相談ください。

Ｑ３養育にかかる費用は？ 
Ａ３ 子どもの生活費、教育費、医療費などが公費で支給されます。養育里親・専門里
親は里親手当も支給されます。

Ｑ４里親にはなれないけど、支援したいです。 
Ａ４ 日本はまだまだ「里親養育」が一般的ではありません。 多くの方々に里親について正しく理解していた
だくことが、里親支援につながります。群馬県里親の会は里親家庭を支援しています。支援にご興味の
ある方は群馬県里親の会までご連絡下さい。

テーマ　　　「つながれ　広がれ　子育て支援の輪」
主　催　　　ぐんま子育て支援センター連絡会・群馬県社会福祉協議会
日　時　　　平成29年2月18日（土）　14時開演
会　場　　　群馬県社会福祉総合センター　大ホール（前橋市新前橋町13-12）
内　容　　　①「ALWAYS　SMILE！」（仮題）
　　　　　　出演：山野　さと子　氏
　　　　　　②パネル展示による「子育て支援センター活動紹介」
入場料　　　無料
参加申込　　事前申込みが必要です。施設福祉課までご連絡ください。
問い合わせ　施設福祉課　TEL：027-255-6034
◆アスク・ミュージック　◆オフィシャルHP　http://www.ask7.jp

TEL：027-255-6034／E-mail: satooya@g-shakyo.or.jp
群馬県里親の会事務局
（施設福祉課）

平成28年度　ぐんま子育て支援フェスタ開催のお知らせ
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　12月８日（木）、県内の市町村社会福祉協議会や中間支援センター

等のボランティア・市民活動支援業務に従事する担当職員を対象

に、「企画力」、「情報発信力」の向上を図る事を目的として、平成28

年度ボランティアコーディネート基礎研修会Ⅱを開催しました。

　前半は、「ボランティア未経験者の心をワシヅカミ！明日から使え

る企画講座」と題して、企画に対する考え方や手法を学び、

実際に参加者同士でボランティア未経験者向けの事業を企

画しました。

　後半の「集客力アップ!チラシのつくり方やインター

ネットの情報発信講座」では、チラシのデザインや周知

方法について学び、前半部分で企画した事業を周知する

為の方法について、ワークショップを通じて考え、チラ

シの作成を行いました。

ワークショップの様子
ワークショップの様子

ボランティアコーディネート基礎研修会Ⅱを開催しました

講師のまちづくり
会社ドラマチック

代表
講師のまちづくり

会社ドラマチック
代表

今村ひろゆき 氏今村ひろゆき 氏

企画力・情報発信力を高めよう！

　

平
成
27
年
４
月
の
介
護
保
険
法
の
改
正
に

よ
り
、
各
市
町
村
は
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配
置
や
協
議
体
の
設
置
と
い
っ
た
、

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
、
地
域
で
高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支

え
る
た
め
、
生
活
支
援･

介
護
予
防
の
基
盤
整

備
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
各
市
町

村
に
配
置
さ
れ
ま
す
。 

　

11
月
１
日（
火
）、
11
月
２
日（
水
）の
２
日

間
に
わ
た
り
、
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
県
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
平
成

28
年
度
群
馬
県
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。
第
１
日

目
に
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
加
え
、
協
議
体
構
成
員
や
市
町
村
担
当
職
員
も
参
加
し
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
協
議
体
の
目
的
や
機
能
、
役
割
な
ど
に
関
す
る
講
義
や
先
進
地

の
取
り
組
み
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
市
町
村
に
お
け
る
取
り
組
み
の
参
考
に
な
っ
た
」
と
の
感
想
を
多
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

第
２
日
目
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
み
を

対
象
と
し
た
演
習
中
心
の
内
容
に
よ
り
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
業
務
に
必
要
と
さ
れ
る
地
域
ア

セ
ス
メ
ン
ト
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
開
発
の
手

法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
２
日
間
の
全
日
程

を
修
了
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
32
名
に
は
修

了
証
が
交
付
さ
れ
、
今
後
、
各
地
域
に
お
い
て
、

よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
７

－

２
５
５

－

６
２
２
６

地域福祉課  研修報告

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修
を

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修
を

開
催
し
ま
し
た

開
催
し
ま
し
た

第１日目のパネル第１日目のパネル
ディスカッションの様子ディスカッションの様子

第２日目の演習の様子第２日目の演習の様子

高
齢
者
の
在
宅
生
活
を
支
え
よ
う
！

（ （ぐんまボランティア・市民活動支援センター
TEL：027-255-6111
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素敵な笑顔
冬号表紙

虐待・権利侵害にどう向き合うか ～権利擁護セミナー開催
　11月４日（金）前橋市総合福祉会館多目的ホールにおいて、淑徳大学准教授の
山下興一郎氏の講演とパネルディスカッションを開催しました。

　パネルディスカッションでは、児童・障がい・
高齢各分野から群馬県児童虐待防止医療アドバイ
ザーの溝口史剛氏（前橋赤十字病院小児科医師）、
障害者支援施設誠光荘施設長の真下宗司氏、前橋
市地域包括支援センター西部主幹の山田圭子氏よ
り、それぞれの立場から虐待防止の取り組みにつ
いて発表がありました。

〈生活支援課 TEL:027-255-6032〉

淑徳大学　准教授
山下興一郎 氏

［児童分野パネラー］
溝口史剛 氏

［障がい分野パネラー］
真下宗司 氏

［高齢分野パネラー］
山田圭子 氏

群馬県内の虐待の件数
高齢者　相談・通報249件のうち129件（H26年度）
障がい者福祉施設従事者等による虐待、相談･通報･届出件数

33件のうち10件（H26年度）
児童相談所の児童虐待相談受理件数　1,088件（H27年度）

　

明
和
町
立
明
和
こ
ど
も
園
で
保

育
士
と
し
て
働
く
原
さ
ん
と
吉
永

さ
ん
。
保
育
園
と
幼
稚
園
の
両
方

の
役
割
を
持
つ「
こ
ど
も
園
」
で
の

仕
事
に
つ
い
て
、そ
し
て
保
育
の
仕

事
に
対
す
る
思
い
を
う
か
が
い
ま

し
た
。

 

保
育
士
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

は
原　

子
ど
も
が
好
き
で
、
子
ど
も

と
関
わ
る
仕
事
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
資
格
を
取
り
ま
し
た
。

吉
永　

子
ど
も
が
好
き
な
の
が
第

一
と
、
幼
稚
園
の
時
に
素
晴
ら
し
い

先
生
と
出
会
っ
て
、
そ
の
先
生
み
た

い
に
な
り
た
い
と
い
う
憧
れ
が

あ
っ
た
こ
と
、
ピ
ア
ノ
も
好
き
だ
っ

た
の
で
、保
育
士
を
目
指
し
ま
し
た
。

 

お
２
人
は
先
輩
後
輩
と
い
う
こ

と
で
す
が

吉
永　

大
先
輩
で
す
。
す
ご
く
心

強
い
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
も
誘
っ

て
も
ら
っ
て
、一
緒
に
練
習
し
た
り
、

大
会
に
出
た
り
と
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
で
も
よ
く
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

原　

今
住
ん
で
い
る
場
所
も
同
じ

だ
っ
た
の
で
、声
を
か
け
た
ん
で
す
。

週
に
１
回
練
習
し
て
い
ま
す
。

 

お
２
人
の
現
在
の
担
当
は

原　

２
人
と
も
、
年
中
（
４
歳
児
）

の
担
任
で
す
。
主
に
子
ど
も
と
遊

ん
だ
り
、
給
食
の
配
膳
を
し
た
り
。

吉
永　

あ
と
は
お
昼
寝
の
寝
か
し

つ
け
や
、保
護
者
の
方
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
主
な
業
務
で
す
。

 「
こ
ど
も
園
」
に
つ
い
て
、
保

育
園
、
幼
稚
園
と
違
う
部
分
は

あ
り
ま
す
か

原　

長
時
間
と
短
時
間
保
育
の
子

が
同
じ
ク
ラ
ス
に
い
る
の
で
、
時

間
に
な
っ
た
ら
お
昼
寝
の
部
屋
、

お
迎
え
の
部
屋
、
バ
ス
の
部
屋
、

と
分
か
れ
て
の
保
育
に
な
り
、
日

に
よ
っ
て
業
務
が
違
い
、
複
雑
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
、
４
歳
児
は

94
人
、
４
ク
ラ
ス
。
各
ク
ラ
ス
担

任
１
人
と
、
学
年
に
補
助
の
先
生

が
２
人
。
計
６
人
で
一
学
年
を
見

て
い
る
状
況
で
す
。

吉
永　

朝
か
ら
晩
ま
で
会
わ
な
い

先
生
も
い
ま
す
。
異
年
齢
と
の
交

流
が
持
ち
づ
ら
い
と
こ
ろ
は
あ
り

ま
す
ね
。

 

お
仕
事
の
中
で
、
ど
ん
な
部
分

に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
か

原　

子
ど
も
の
成
長
を
間
近
で
見
ら

れ
る
こ
と
と
、
子
ど
も
と
一
緒
に
遊

ん
で
パ
ワ
ー
を
も
ら
え
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
人
数
で
す
し
、
大
変
な
部

分
も
あ
り
ま
す
が
、
毎
日
が
違
っ
て
、

本
当
に
幸
せ
を
感
じ
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
反
応
が
か
わ
い
い
し
、
楽
し

い
で
す
ね
。

吉
永　

入
園
当
初
は
泣
い
て
い
た
子

が
「
先
生
大
好
き
」
っ
て
言
っ
て
く

れ
た
り
、
そ
う
い
う
言
葉
で
頑
張
れ

る
な
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は

昨
日
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
で
、
そ
う
い
う
発
見

と
か
、
喜
び
を
一
緒
に
共
有
で
き
る

と
こ
ろ
が
素
晴
ら
し
い
仕
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
性
格
上
、
書
類
と

向
き
合
っ
て
い
る
よ
り
子
ど
も
と
関

わ
っ
て
動
い
て
い
る
方
が
合
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

 

保
育
士
を
目
指
す
人
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を

原　

子
ど
も
が
好
き
な
人
や
興
味

が
あ
る
人
は
、
ピ
ア
ノ
が
苦
手
で

も
無
理
と
思
わ
ず
に
や
っ
て
み
て

ほ
し
い
で
す
。
子
ど
も
が
好
き
で

元
気
が
あ
れ
ば
。
ぜ
ひ
こ
ど
も
園

へ
来
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

吉
永　

い
ち
い
ち
へ
こ
た
れ
な
い

で
、「
よ
し
！
次
！
」
み
た
い
に
切

り
替
え
て
、
元
気
に
。
休
み
の
日

に
よ
く
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
こ
と

も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

 

で
は
こ
れ
か
ら
お
仕
事
の
目
標
は

原　

主
任
と
い
う
立
場
に
な
り
、

こ
の
人
数
で
は
他
の
学
年
の
先
生

と
意
見
交
換
が
で
き
な
か
っ
た
り

す
る
の
で
、
交
流
を
持
ち
な
が
ら

ち
ょ
っ
と
ず
つ
ま
と
め
て
い
け
れ

ば
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
上
の
先
生
と
若
い
先
生

の
中
間
の
存
在
な
の
で
、
両
方
か

ら
話
を
聞
い
た
り
、
力
に
な
り
た

い
で
す
ね
。

吉
永　

年
長
に
向
け
て
子
ど
も
の

期
待
を
高
め
て
い
き
た
い
っ
て
い

う
こ
と
と
、
子
ど
も
な
り
に
考
え

て
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に
援
助

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

表
紙
の
撮
影
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
仕
事
で
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
よ
き

先
輩
後
輩
の
お
２
人
。
明
る
く
息
の
合
っ
た
プ
レ
ー
で
、職
場
も
チ
ー
ム
も
盛
り
上
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

福祉の現場で活躍する若手職員
を紹介します。
福祉 場 若手職

吉永さん吉永さん 原さん原さん
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

編集／発行
社会福祉法人 群馬県社会福祉協議会
＊福祉ぐんまは、群馬県社協ホームページでも
　ご覧になれます。

　〒371-8525（専用郵便番号）
　群馬県前橋市新前橋町13-12
　群馬県社会福祉総合センター内
　ＴＥＬ　027-255-6033（代表）
　ＦＡＸ　027-255-6173
　ＵＲＬ　http://www.g-shakyo.or.jp/
　発行日　平成29年１月１日

外
部
委
員
に
よ
る「
福
祉
ぐ
ん
ま
」編
集
委
員
会

を
立
ち
上
げ
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
は
、
職
員
に
よ
る
編
集
会
議
で
企
画
内
容
を
検
討
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
各
分
野

で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
を
編
集
委
員
に
迎
え
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
色
々

な
発
想
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
充
実
し
た
紙
面
作
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

機関紙「福祉ぐんま」編集委員会　名簿
〔任期:平成28年11月24日～平成30年３月31日〕

№ 氏　名 役　職 所属 備考
1 今井　洋子 群馬県老人福祉施設協議会　理事 シェステさとの花　施設長

2 中曽根　啓太 群馬県保育協議会
「保育ぐんま」編集委員会委員長 桃ヶ丘保育園　園長

3 浅海　勝 公益社団法人群馬県知的障害者福
祉協会常務理事兼事務局長

4 山田　剛 群馬県内社協職員連絡協議会会長 甘楽町社会福祉協議会　係長

5 斎藤　雅則 上毛新聞社前橋支局長 上毛新聞社地方部前橋支局

6 山後　秀明 群馬県社会福祉協議会
常務理事兼事務局長 委員長

委員よりひとこと

　

老
施
協
で
は
介
護
の
仕
事
の
魅

力
を
伝
え
る
た
め
に
中
学
校
訪
問

を
し
て
い
ま
す
。「
働
く
」
意
義
を

考
え
た
り
、
高
齢
者
の
疑
似
体
験

を
し
た
り
、
施
設
で
働
く
職
員
の

生
の
声
を
聞
い
た
り
、
楽
し
く
学

ん
で
も
ら
い
ま
す
。
介
護
の
仕
事

は
魅
力
が
い
っ
ぱ
い
で
す
よ
！

 

（
今
井
委
員
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「知ってもらおう
　　介護の仕事」

中学生に！

県民の皆様のご来場を心よりお待ちしています。（浅海委員）
●主　催　　社会福祉法人 群馬県社会福祉協議会 
　　　　　　公益社団法人 群馬県知的障害者福祉協会
●日　時　　平成29年３月３日（金）～３月４日（土）
　　　　　　（両日とも10時～）
●会　場　　ベイシア文化ホール（群馬県民会館）
●入場料　　無料
●展示部門　絵画、書道、写真、手工芸、生花等
●ステージ部門　楽器演奏、ダンス、ミュージカル等
　（４日のみ）

【知的障害者（児）芸能祭】あすなろ祭第 31回福祉ぐんま

山田委員
　読みやすい紙面作りに委員の皆様と頑
張りたいと思います。

斎藤委員
　福祉の情報を、分かりやすく伝えるた
め皆さんと協力していきます。

山後委員長
　これからの「福祉ぐんま」は、社会の動
向を見据え、福祉のあるべき姿を各々が形
づくれるよう、発信力を高めて参ります。

今井委員
　微力ながらがんばります。色々勉強さ
せていただきます。

中曽根委員
　充実した紙面になるよう、お手伝いさ
せていただきます。

浅海委員
　楽しくて、役に立つ紙面作りに協力し
ていきたいと思います。


